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当ふれあいセンターは国有林をフィールドとして北海道の多様な自然との共生に向けた自然再生活動に
取り組むＮＰＯ等の活動支援や森林環境教育等のフィールドの提供、技術指導などを支援しています。

主な活動区域は釧路湿原上流域で弟子屈町、標茶町、鶴居村、阿寒町、厚岸町、釧路町の国有林です。
なお、活動区域以外においても必要に応じ活動します。
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９月２６日（月）
◎ 釧路町立知方学小学校 全校生徒

全校生徒（２５名）を低学年（１～４年１３名）・高
学年（５～６年１２名）にわけ、低学年は紙芝居（森
林からの贈り物）を使い森林の大切さを話しながら
クイズ形式で木を使っている物をみんなに出しても
らい、身の回りにいかに多くの木材が使われている
か感じてもらいその後、実際に学校の周囲にある
国有林でトドマツ、ミズナラ等の樹木に触れ、７種類の樹木の名前を覚えて
もらいました。

高学年は「地球温暖化と森林」をテーマに話をし、自分たちの生活と森林の関係、さらにその森
林が地球温暖化に対してどのような役割を担っているのかについて理解をしてもらいました。その
後、学校周辺の国有林で実際に胸高直径や樹高の測定を行い、個々の木が固
定する二酸化炭素の吸収量の計算を行い、森林が地球温暖化に対してどのよ
うに貢献しているか、身近に感じてもらいました。肌寒い日でしたが、楽しそうに
輪尺を使ったり、友達を目安にして一生懸命樹高を測っている子供達の姿が印
象的でした。

９月２９日（木）
◎ 釧路市立柏木小学校 ４年生
アメリカ・ベネット小学校との交流会議のための基礎学習として春採湖

周辺で種類の多いヤナギを中心に勉強してもらい
ました。

最初に紙芝居（森林からの贈り物）を使い森林の
大切さを話しながら、クイズ形式で木を使っている
物をみんなに考えてもらい、身の回りにいかに多く
の木材が使われているか感じてもらいました。

「柳葉魚」その後ヤナギにちなんで「柳」の字が使われている
（シシャモ）の由来について話をし、実際に春採湖の遊歩道でヤナ
ギの検索図を使いドロノキ、オノエヤナギ（ナガバヤナギ）、キヌヤ虫眼鏡
ナギ等を見つけたり、カシワやミズナラの葉を虫眼鏡で見比べて違で観察
いを感じてもらいました。子どもたちは自分の学校の周りに、たくさ
んの木の種類があり実際にふれて調べたことにより、短い時間でし
たが興味を示してくれたと感じました。

１０月１０日（月）
釧路市こども遊学館の遊びんピック（ウォークラリー）で丸

太切りを担当しました。
小学生３人が１組になり色々なゲームで時間を競う中で１

本のミニ丸太？（枝）を３人が順番にノコギリを使って切る時
間を競いました。ほとんどの子どもがノコギリを使ったことが
無くみんな苦戦をしていました。



今まで森林環境教育を実施した各小学校より感想文を頂いたので一部ですが
紹介します。

（鶴居小）

（知方学小）

（知方学小）

( ) 。ほんの一部しか紹介出来なくて m _ _ m

子どもたちの感想か
「森ら少しずつですが

について興味が湧林」
いてきていると感じて
います。

今後も各学校の要
望を聞く中で、年間を
通して実施していきま
す。
時間、内容等ご相談を
受けますので、よろしく
お願いします。

（柏木小）

今後の予定
行政調査・森林環境教育の取り組みについて（鳥取県議会）１０月２７日（木）
木工教室（柏木小）１０月３１日（月）

今後も色々なところで実施します。紅葉のシーズンです。
ご意見ご要望をお寄せ下さい。


